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平
淡
…
均
年
3
口
付
凶

器
珍
}
折
り
込
み

m

ふ
る
さ
と
劇
的
余

l
i

あ
な
た
な
ら
郎
内
を
考
え
ま
す
か
弘
で
公

募
し
た
告
ら
考
之
内
悶
ら
日
付
う
地
域
づ
〈

り
吋
ふ
る
さ
と
削
制
定
犠
激
L

に、

4
3

5
名
的
方
か
ら
多
段
に
わ
た
る
7
6
8

件
め
ア
イ
デ
ア
山
町
中
材
せ
ら
れ
ま
し
た
。

広
募
者
は
船
内
慢
が
2
7
4
b合
福
女
傑

1
6
8
名
、
不
明
3
名

2

年
齢
制
愉
は
広

く
4
絞
め
お
ん
な
の
子
か
ら
部
哉
の
や
々

出
T
川
同
時
寄
せ
ら
れ
た
7
5
5
体
的

判
明
磁
を
汁
症
に
、
ま
ち
づ
く
り
め
起
爆
剤

と
な
り
、
永
続
性
的
あ
る
宮
中
殺
と
な
る

よ
℃
つ
な
「
ふ
る
き
と
刻
食
事
業
」
争
綾

燃
す
る
た
め
の
市
常
務
作
業
を
汲
め
て
い

ま
す
。
ま
す
寄
せ
ら
れ
た
γ
5
5
然
的

絞
殺
を
ス
ポ

1
ソ
・
レ
ク
り
瓜

1
ン沼

ン
、
数
割
問
・
文
化
劇
物
商
品
川
、
緩
後
・
医

療
、
寝
静
的
城
山
議
・
環
埼
、
巡
業
、

シ

i
e
筏
光
、
関
際
交
流
・
総
妹
都
索
、
見
ゴ

妻
、
そ
室
内
義
務
に
大
言
し
、

M
伐

さ
ら
に
こ
れ
を
域
同
国
こ
と
じ
よ
ら
9

向
M
M

円

高

院

に

分

李

主

計

蓄

が

絡

調

γし
た
と
ニ
ろ
で
す
。

h
f

J

鱒
偽
省

大
分
照
的
集
校
、
は
、
日
戦
い
皇
・
ぺ

環
境
が
3
1
0
糾けで

?
y
ブ
で
、
数
時
間
ト

e

耐
文
化
E

張加問
1
1
1
件
、
ス
ポ
ー
ツ

d
u
k
W

5
2
1ン
3
2と
統

い

て

窃

い
ま
す
ョ

H

塁

今
後
は
、
提
家
内
容
b
~
一
分
析
し
、
本
路

事
撲
に
ふ
さ
わ
し
い
事
総
を
逃
走
し
て
同
信
む

い
務
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ハ
官
」

な
お
、
今
後
円
分
折
総
巣
、
ふ
る
さ
作
釘

議

事

業

に

つ

い

て

は

、

喜

作

業

訪

問

次

言

語

で

お

知

ら

せ

L

跡

V
酬
問
い
合
わ
せ
ん
胤
一
臨
諜

散
策
し
、
酬
柳
田
生

放
を
ど
を
阿
見
て
閉
山

り
、
総
織
を
深
め

ま
し
た
@

;
土
、
送
時

民
総
学
の
齢
鎗
串
?
醐
型
的
出
国
努
ゆ
か
り
の
自
治
体
が
撃
ち
、
積
怨
づ
く
り
は
つ
い
て
悼
闘
し
A
m
う
「
第
一
一
一
間
出

2
E
L
4
者

を
町
め
す
ん
化
セ
ン

綴
出
回
鶴
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト
し
が
ち
白
内
総
図
、

mugの
円
正
門
口
閥
均
線
開
間
隔
槻
畿
中
遂
の
地
・
災
摩
擦
待
機
総
得
街

f

タ
i
か
ら
綴
附
潟

町
で
綴
綴
さ
れ
恋
し
だ
。
我
逐
4
4
僚
か
ら
は
大
井
一
総
務
面
置
は
じ
め
一
俗
謡
ガ
務
相
胤
べ
受
流
後
深
め
ま
し

ml
一

一

、

役
場
へ
移

L、
借

制

約
自
の
議
選
議
で
は
ぷ
ち
づ
〈
り
、
ム
J

く
り
交
撃
し
を
綴
蹴
蹄
犯
裁
実
モ
災
後
、
搬
出
関
ゆ
か
り
の
痛
々

一
位
会
識
が
問
削
か
れ

の
気
鋭
銭
円
訴
事
、
ザ
ミ
ッ
ト
欝
の
部
定
を
決
線
、
長
酒
器
m
間
一
回
一
括
ゆ
か
り
芝
万
台
夜
来
年
、
数
孫
子

1

8

ラ

ま
し
た
ε

一
定
九

市
と
袋
綴
終
務
緩
閣
の
村
内
向
で
鰯
録
す
る
こ
と
を
決
慾
し
ま
し
た
ー

つ
〈
ワ
、
人
づ
〈

サ旬、、
y
L
e
は
、
蜘
問
問
図
発
に
特
に
か
悶
聞
い
て
い
ま
す
。
務
一
際
宮
内
問
刷
機
的
措
め
、
文
化
ど
け
で
な
く
娃
詩
的
鈴
療
も
り
を
議
る
い
を
議

か
わ
り
町
添
い
念
日
開
的
問
脇
市
前
町
村
が
…
は
、
拘
置
眼
療
で
「
遠
野
物
総
L

川
口
」
韓
合
・
進
め
て
い
き
た
ど
と
あ
い
き
っ
し
問
附
認
。
蕗
に
司
令
後
司
教

金
に
A

認
す
る
ム
宮
港
酬
問
題
学
的
総
神
を
治
学
部
附
遼
野
湾
守
山
闘
の
す
旬
、
y
s
r
に
被
援
に
よ
る
全
然
交
流
会
的
機
、
柳
田
野
や
文
化
、
緩
業
的
援
興
、
?
ミ
ソ
ト

学
び
交
筏
す
る
こ
と
伺
¥
教
育
や
文
化
、
は
、
熊
的
問
絞
め
絵
、
議
野
市
、
柳
的
問
機
的
資
効
?
?
で
理
学
・
文
学
博
公
的
チ
耕
地
参
加
政
治
体
的
交
流
に
つ
い
て
約
発

綴
緩
め
娠
輿
金
泳
め
る
こ
と
を
続
的
に
、
約
先
径
の
地
'
滋
野
田
町
続
開
策
、
第
二
総
務
(
明
治
火
識
的
手
、
機
器
が
少
年
大
弁
市
長
は
ぷ
岬
関
学
内
心
と
精
神
を

裕
和
的
脳
部
か
ら
毎
年
、
総
係
の
機
所
で
の
紋
鯨
・
茨
域
田
町
制
判
機
町
、
永
絞
め
地
時
代
以
前
同
町
市
近
く
的
日
光
守
山
か
ら
綴
学
び
、
「
手
賀
川
市
内
ほ
と
り
、
や
す
ら

東
京
都
世
額
制
廿
夜
、
「
樽
eF
し
め
遜
弘
知
山
湾
総
畿
を
波
吋
域
寸
簿
い
に
斗
だ
わ
り
開
戦
ぎ
の
ま
ち
」
づ
〈

η
を
し
て
い
き
た
い
」

的
地
・
愛
知
察
総
後
間
一
、
「
後
的
材
料
町
民
」
け
亡
晩
年
町
名
雄
官
咋
樽
上
の
淡
い
に
奈
っ
し
ん
議
べ
ま
し
た

6

会
議
で
は
、
交
流
を

誕
生
的
地
・
箆
埼
操
縦
議
将
、
三
時
'
た
た
な
ど
、
柳
田
間
関
努
的
…
埋
も
れ
た
エ
ピ
…
糊
叫
臨
め
て
い
〈
た
的
に
、
各
什
脇
市
則
前
町

的
滋
色
誕
生
的
地
・
沖
縄
賂
平
良
市
と
ソ

i
ド
を
…
織
り
込
み
議
能
。
統
〈
区
古
川
刊
に
残
さ
れ
て
い
る
的
問
問
ゆ
か
り
の
ぷ

潤
酬
明
滋
認
め
端
で
あ
る
我
部
宇
治
的
9

町
u
n
M
雑
念
会
で
は
、
ぷ
叩
か
り
サ
ミ
ツ
々
略
的
和
瓦
笈
同
問
機
ぷ
と
、
榔
間
関
学
に

口
脇
市
町
村
の
ほ
か
ぶ
問
問
機
硝
月
間
長
努
e

L

P

と
ま
ち
づ
〈
号
」
を
テ
i
?
に
9
ぽ
貢
献
し
た
人
を
表
幹
す
る
~
サ
、
之
y
ト

榔
関
為
政
氏
夫
姿
や
酬
間
間
関
出
閣
の
叫
ん
の
市
開
町
村
的
代
表
が
各
地
で
の
絞
り
緩
み
淡
」
的
日
制
緩
を
決
誠
司
こ
の
後
、
「
来
年

松
岡
部
畑
町
一
銑
岡
野
・
松
岡
州
大
教
氏
(
市
伎
を
薮
安
否
住
隊
参
加
の
荊
市
民
づ
く
り
を
は
波
探
子
市
と
利
機
州
内
を
は
き
ん
で
総

統
校
)
h
u
yゆ
闘
機
出
力
的
自
品
納
期
的
手
怠
緩
め
る
孜
孫
子
市
か
ら
は
‘
市
史
研
究
り
の
利
緩
附
則
子
一
、
「
第
際
紛
川
柳
田
問
問
潟

も
参
獄
。
会
窃
か
ら
約
5
0
0
人
が
駿
セ
ン
タ
よ
嘉
門
蜘
械
設
武
長
災
ゆ
か
り
サ
ミ

y
j
を
間
援
し
て
い
た

ま
り
ま
し
た
。
数
千
」
的
地
名
・
人
名
路
開
銀
に
つ
い
て
だ
き
た
い
」
ど
の
指
名
を
つ
け
、
大
井

机
仏
製
於
福
葬
祭
、
例
開
先
生
撃
官
、
勝
衆
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

?
I

の
学
問
聞
を
州
事
ぷ
と
同
時
に
、
交
流
を
滋
ま
し
た
a

M

開
い
て
、
各
総
長
ら
一
行
は
一

一
回
開

…揖

盤
わ
り

-
輯
す

金

謹
言語

間

鋭
部
を
続
編
し
絡
年
9
月
い
い
支
給
し

て
い
る
数
議
税
金
、
数
悲
観
品
の
制
制
耐
胤

が
出
品
わ
り
ま
す
。
改
T
r
s

内
ゆ
廿
は
、
い
ま

ま
で
汗
絞
め
ガ
に
1
万
mn
を
支
給
し
て

い
h
r
J
世
名
税
金
が
、
打
線
的
方
に
E
万

問
、
日
開
燃
の
方

ι
l万
2
0
0
0
m門、

開
畿
の
ふ
刀
に
2
万
円
を
支
給
す
る
と
と

も
に
、
部
品
販
以
上
(
回
続
、
開
践
を
徐

〈
)
的
方
に
は
毎
年
2
0
0
0
何
者
復

輪
、
知
情
念
的
党
殺
を
問
問
り
ま
し
た
。
同

歳
以
上
的
方
に
古
文
み
絡
し
て
い
た
敬
影
後

間
聞
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
制
裁
か
ら
持

続
的
方
と
し
、
今
年
か
ら
支
給
部
鮎
酬
を

ー
議
ず
つ
削
引
き
上
げ
、
平
成
5
単
に
は

河
歳
か
ら
叩
哉
の
方
と
し
ま
す
ロ

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
同
級
淡
が
沼
紛

mw
年
に
制
制
定
さ
れ
た
も
の
で
潟
齢
化
社

会
が
進
み
線
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た

こ
と
と
、
近
縁
市
と
の
均
衡
を
閉
山
る
た

め
の
も
め
む
す

a

今
年
の
絞
品
川
裁
は
下
表
的
ー
と
お
り
で

す
。
お
ふ
品
れ
な
〈
申
鵠
制
点
f
b

管
支
総
対
象
者
下
表
的
年
鈴
対
象
殺

で、

9
月
三
臼
現
訟
に
お
い
て
、
+
府
内

に
引
き
統
語
5
か
丹
以
上
筒
埴
往
し
て
い

る
カ

wv
事
務
方
法
該
当
者
に
は
帯
設
用
紙

を
総
滋
1
ま
す
的
ぞ
必
繁
一
事
取
を
明
記

し
、
福
絃
綴
在
人
一
福
社
係
へ
。
た
だ
し
、

1
脚
脱
出
市
諮
さ
れ
た
だ
は
翌
年
か
ら
は
変

更
が
な
け
れ
ば
申
緩
め
咲
姿
は
あ
り
ま

せん。
V
支
総
方
法
相
同
時
仰
は
各
地
区
級
品
川
的

際
金
委
員
零
ん
が
お
履
け
し
ま
す
σ

州出

会
殺
に
つ
い
て
は
、
州
開
日
行
口
陥
服
疑
川
絡
に
て

支
給
し
ま
す
の
で
、
日
間
械
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
口
絡
を
つ
く
っ
て
く
幻
き
る

よ
う
お
燃
い
し
ま
寸
。

V
問
い
合
わ
せ
悩
怯
欄
滞
緩
人
磁
波
係

務E話国E君主主室長の紛で子綴らtこ共にお窓撮影する
サミット著書加区務証書将の重喜長

対2え対

警
官
が
「
削
刊
桜
一
期
と
一
数
協
力
し
て
問
一

銭

t
て
い
き
ま
す
め
で
、
ぜ
U
V
北
叫
略
的
…

地
へ
お
縦
し
く
た
き
い
い
と
共
思
議
一

文
昔
談
み
し
ふ
げ
、
田
川
幕
し
ま
し
た
。
…

殺
孫
子
市
に
は
議
議
も
、
あ
伎
に
災
一

家
で
あ
る
肌
同
機
雲
師
、
納
税
主
眼
土

る
勝
北
脇
世
間
、
榔
畿
の
名
が
制
閉
ま
れ
て
い
…
室
、

る
き
史
料
泳
中
市
博
(
竹
内
日
開
会
、
柳
問
山
も
一

N
相ロ

綴
撤
し
た
♂
相
校
一
文
庫

a
の
級
殺
(
布
役
…

会

な

ど

が

、

雲

町

言

葉

学

一

機

歩
?
記
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
…

て
い
る
端
部
満
寺
的
関
引
絵
馬
主
熱
心
に
一
紋
子

議
書
し
た
~
小
川
家
内
縁
‘
神
秘
的
な
鉢
…

r
J

験
を
し
た
録
的
珠
な
ど
が
滅
容
れ
て
い
…
王
、

ま

す

。
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車
内
内
公
仲
内
総
設
な
ど
を
議
燃
に
悶
凡

学
し
‘
端
的
現
状
を
み
令
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
k
換
に
、
み
な
き
ん
内
よ

幾759長

大一子
の
よ
り
よ
い

茨
ιも
の
緩
や
か
fd成
長
は
、
時
棋
の
料
開
い
で
す
。
毅
資
灘
間
附
怠
℃
は
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
子
ど
も
淡
な
と
も
に
活
動
後
続
け
一
生
懸
A

窓
護
る
こ

と
の
察
国
明
ら
し
さ
官
官
数
民
一
λ
続
け
て
い
る
内
線
邦
弘
誌
を
務
総
門
L
m
出
#
官
、
咋
講

演
会
夜
中
甘
い
法
管
。
一
段
淡
路
泳
、
こ
夫
織
で
お
設
を
い
合
れ
相
対
の
う
え
、

湯
気
軽
C
と
参
加
制
〈
犯
さ
い
。

拾
の
あ
小
れ
て
い
る
今
め
討
会
、
チ

と
も
泌
を
満
て
た
り
、
子
ど
も
迷
が
生

き
て
い
く
う
え
℃
た
変
臨
時
し
い
お
訟
で

は
な
い
で
し
ょ
一
フ
か
ゐ
ャ
ア
ん
な
社
会

去最ら町
I'tを中
分支援主で
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梅
品
克
を
お
側
開
か
せ
い
た
だ
〈
た
め
、
総

叫
帆
附
見
事
告
を
閉
向
山
識
し
ま
十
。

今
問
閣
は
、
タ
ワ
!
ン
セ
ン
タ
ー
、
ふ
巾

M

民
体
育
館
、
ヂ
叩
詞
沼
流
域
下
水

滋
終
準
処
四
晴
海
‘
市
剛
氏
協
議
銘

布
一
佐
分
叫
閥
、
本
道
局
、
手
賀
川
間

{
滋
的
組
問
問
)
を
市
の
パ
ス
寸
凝
り

ま
す
。
お
い
汎
終
に
ご
害
損
く
だ

V
民
時

7
月
四
日
以
(
本
)
午
約

9
時
泊
分
か
ら
午
後
3
時
組
分

V
骨
骨
義
人
数
品
目
名
{
応
募
替

a
h
y
リ
-e
ン
セ
ン
タ

2
ゐ
見
学

す
る
皆
ゐ
絡
ん
(
昨
年
的
組
数

見
学
会
よ
り
}

多
数
的
機
会
は
被
選
)

マ
多
額
融
寓
無
料
付

V
参
加
協
同
絡
市
内
在
持
部
品
嚇

V
持
参
念
品
民
〈
得
議
)

マ
談
合
機
一
前
(
集
会
時
間
}
+
市
役
午
前

花
見
霞
玄
隠
(
午
約
9
時
却
分
)
我
M
郁

子
絞
ふ
期
日
(
午
後
9
時
mw
分〉

V
申
し
込
み
‘
附
附
い
A
E
わ

せ

ハ

が

キ
(
1絞
め
ハ
ガ
キ
に
3
名
ま
で
)
に

事
加
者
向
徐
州
問
、
氏
名
、
専
齢
、
後

級
品
市
今
、
集
合
埼
所
、
泌
総
児
学
会

希
望
と
明
日
記
し
、

6
向
付
加
日
〈
点

後
印
官
特
効
)
ま
で
に
我
猟
チ
1
8
5

8
我
孫
子
市
役
以
広
報
広
臨
時
議
応
戦

Mm
へ

V
日
時

6
月
初
臼
(
木
)
午
的
問
問
時
か

り
ぶ
午
〔
受
付
午
前
9
M吋
絹
パ
甘
か
ら
)

V
場
所
市
災
会
館
大
会
議
議

ザ
総
額
問
リ
臨
邦
封
、
次
〈
「
生
き
ゑ
き

H
H」
い
円
以
拭
~

明v
臨
寓
出
掛
無
料

国
守
開
問
い
合
わ
せ
教
育
委
M
H
食
校
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宏
教

W
阿
波
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国
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サ
ー
ピ
ス
業
基
本
調
査
お
よ
び

事
難
所
統
計
調
査
巳
ご
協
力
を

総
務
庁
で
は

7
外
1
日
現
会
で
サ
続
料
師
、
従
業
略
的
殊
勲
状
況
を
議
官

i
ピ
ス
業
総
本
網
走
と
害
救
出
問
統
計
調
し
ま
す
臼

6
月
下
旬
か
ん
刑
問
先
日
舛
が

査
(
変
動
状
況
に
総
ナ
る
総
査
一
を
議
事
業
所
を
λ

訪
問
し
て
、
殺
虫
訟
の
紋

織
し
ま
す
。
サ
j
ピ
ス
業
続
本
翻
査
は
曳
人
を
お
戦
い
し
ま
す
の
℃
州
間
企
に

サ
i
ピ
ス
業
率
議
所
め
卒
業
活
動
的
撚
ご
協
力
〈
ど
き
い
。

擁
引
を
め
綱
査
し
事
業
税
総
計
繍
荘
(
変

V
悶
州
い
会
わ
せ
広
絡
阪
総
織
広
報

動
状
況
に
附
附
す
る
級
金
〉
は
事
議
所
内
統
計
阿
部

金
融
機
関
に
鍛
え
て
あ
る
「
口
機
応
件

後
輪
術
館
L

に
必
酬
宮
市
ゆ
尚
摘
を
記
入
品
川
一

7
え、

提
出
し
て
く
だ
さ
い

u

臨
夜
健
康
保
険
税

を
滞
織
す
る
と

に
分
け
て
納
入
し
て
い
た
だ
き
事
寸
。
同
氏
総
隣
保
険
制
慌
を
昂
然
す
る
左
地

各
納
開
聞
は
左
表
の
と
お
り
で
す
ョ
方
税
法
的
規
定
に
総
ヴ
き
、
保
険
判
明
に

ロ

痩

振

替

塁

機

内

務

弱

か

ら

納

言

冬

草

間
倒
的
自
数
心
応
じ
、
部
T
H
・
6
パ
l
h℃

九

一

銭

皮

と

は

ン

土

議

阪

の

苦

か

ら

1
月
を
続

的
問
記
入
師
時
康
保
後
制
慨
は
、
年
6
図
納
付
過
す
る
ま
で
の
同
州
は
年
7
・

3
パ
!
々

ま
い
さ
い
と
で
う
づ
か
り
総
納
金
忘
れ
ン
土
的
潟
告
を
飛
と
た
側
酬
を
加
算
し

て
し
ま
い
、
保
険
制
慨
に
経
滞
金
が
つ
い
て
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

て
し
ま
っ
た
と
い
う
ト
ラ
ブ
凡
が
生
七
す
。
納
絞
翁
町
負
間
的
も
大
以
が
く
な
る
う

か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
、
納
絞
え
、
市
的
事
務
手
付
税
き
に
ち
支
隊
ぞ
も

殺
の
初
創
性
、
事
故
妨
止
等
を
考
出
揮
し
と
す
こ
と
に
な
り
ま
才
的
で
、
納
滋
様

相
右
前
年
前
怒
ら
口
盗
塁
前
療
を
将
内
町
納
付
に
ご
協
力
〈
だ
さ
い
。

入
し
ま

L
た
。
納
付
帯
付
税
き
の
わ
ず
勺
附
凶
同
紬
時
療
保
検
事
裁
の
韓
会
な
運
替

わ
し
き
も
な
く
大
変
便
利
で
す
υ

約
織
は
、
組
問
機
的
協
力
な
し
に
は
府
保
ま
せ

ご
と
に
皆
同
時
的
銭
円
付
税
余
説
経
か
・
り
係
ん
ω

街
齢
化
社
会
ゃ
い
州
問
え
抽
出
陣
閣
で
生
善

険
制
問
的
引
き
湘
惜
し
を
行
い
ま
す
。
ま
れ
へ
生
き
と
し
た
役
会
は
、
お
政
い
の
助
け

掛
端
付
が
生
ヒ
た
場
合
も
、
そ
め
口
一
慌
に

A
M
い
綴
抽
聞
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
ま
す
a

陸

自
動
的
に
採
り
込
ま
れ
ま
す
。
一
}
協
力
安
心
判
断
聞
い
し
ま
す
。
端
略

国
関
口
径
録
寄
手
後
き
は
、
恥
思
表
的
取
扱

V
m問
い
合
わ
せ
附
則
係
年
金
課

V

び
議

よ
決

お
4

ふ
を

岡
山
肌
掠

集

誹
完
の

暴
間

↓
島
小
十
判
H
川

極
暴

替
で

e1I甘留¥
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v
g時

7
H丹
Z
H
(
日
一
や
品
川
8
時品工

V
会
場
口
口
本
道
九
州
荘
〔
Hm，f
事
裁
冷
ク

ρ
h
v
 

ハh
U

2
z
i
 

V
出
場
資
暢
出
内
λ

竹佳品。

V
品
世
加
資
格
お
よ
び
蜘
制
限
成
今
月
叫
山
川

和
比
四
年
4
U川
1
日
以
前
に
魚
ま
れ
た
ち
句

伊
平
は
沼
知
晶
体

T
4
n
z汚
か
ら
附
明
和

刊
年
4
Hけ
1
門
口
ま
で
に
ル
れ
ま
れ
た
方
沼

(
キ
齢
は
、
手
成
一
北
年
品
。
月
I
R
を
品

単
と
す
る

J

※
極
日
的
フ
九
共
透
は
少

年
、
成
年
長
関
わ
ず
出
場
可
ゃ

V
邸
機
制
制
限

1
人
之
検
問
M

{

り
レ

i

を
脇
陣
く
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
山
中
学
昨
ん

に
つ
い
て
は
1
佼
3
時間協
4
名
以
内
と

タ
る
か
、

1
0
0
リ引は
1
品目
3
お
以
内

wv
申
し
込
み
ふ
問
い
合
わ
せ
ハ
カ
々

じ
礎
知
刷
符
位
、
校
一
次
氏
忽
、
生
年
舟

日
、
裁
判
附
爵
母
、
学
校
名
ま
た
は
会
社

名
者
明
記
し
、
弱
肉
パ
m
m
u
M
(
R
円
必
葉
、

学
ル
ホ
は
M
u
u
d

で
広
一
戸
6
9
6
小
市
民
体

制
符
館
内
捧
脊
議
官
(
前
}
1
1
5
5
へ

一
打
わ
れ
ま
し
た
e

ニ
的
中
で
、
爆
発

級
車
サ
に
よ
る
コ
テ
口
事
ゲ
リ
ラ
事
件
し

を
め
引
き
起
こ
し
、
付
時
以
住
民
に
多
大

な
迷
叫
協
を
か
け
て
い
る
緩
や
品
暴
力
集

初
お
よ
び
暴
力
際
的
株
数
に
つ
い
て

警
務
が
畿
議
す
る
活
動
に
ふ
抵
抗
間
協
力

す
る
こ
と
を
欧
州
略

5
月
出
δ
じ
防

犯
協
議
会
会
長
が
我
孫
子
殺
幾
揮
官
を

時
叫
す
れ
関
宮
札
談
文
を
一
署
長
に
苧
蝶
し

ま
し
た
。時

期
開
院
悠
滋
蝿
韓
交
通
務
総
悌
H
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仏師vr if7S 
現
在
‘
市
内
的
合
年
野
球
4
7
1
ム
は

泌
チ
1
ム
。
各
チ

i
ム
の
小
学
今
一
た
ち

を
指
導
、
寸
る
叫
監
督
や

3
1チ
は
、
持
誠
一

uu
滅
尽
に
な
る
と
子
供
た
ち
と
一
緒
に

練
綱
相
い
い
持
を
流
し
て
い
る
。

ぷ
同
一
続
縦
約
子
供
だ
ち
ば
か
り
で
守

か
ら
、
あ
ま
り
無
線
な
山
間
中
同
は
で
き
ま

は
ザ
ん
。
付
帯
機
体
力
づ
く
り
と
チ
ー
ム
ブ

レ
ー
を
教
え
な
が
ら
、
礼
儀
正
し
い
子

に
宵
…
つ
よ
う
指
獲
し
て
い
ま
す
い
会
話

子
コ
よ
禁
齢
の
師
会
重
量

一
や
か
だ
幻

て
リ
ト
ル
オ

1
2
E
T下

旬
…
る
よ
う
に
な
叶
て
7
年
。
同
怖
が
切
入
し

ー
一
て
い
る
ム
ヲ
ナ
j
ム
的
試
合
合
丸
心
行

6
一
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ド
ハ
イ
ス
を
し
た
ニ

捌
一
と
か
ら
~
木
崩
栄
一
主
に
す
ナ
め
ら

f
一
れ
コ

1
4ナ
歩
干
す
る
よ
}
い
い
な
る
e

野
球
を
は
と
め
た
め
は
閥
的
紛
5
年
得
。

う
っ
と
う
し
い
出
世
話
闘
の
繁
鰐
返
り
草
し
た
。
滋
気
の
多
い
こ
の
輪
開
熔
俗
、

う
っ
か
り
家
の
中
の
手
入
れ
忠
明
競
る
と
ダ
じ
ゃ
カ
ピ
ガ
発
生
し
ま
可
。
そ
こ

で
合
間
制
mw、
く
ら
し
の
去
三
百
料
ん
で
は
、
盟
問
日
同
夜
隣
町
わ
な
い
で
で
議
る
ダ
ニ

や
カ
ピ
の
予
防
と
義
一
治
に
つ
い
て
お
務
し
し
ま
す
。
(
市
民
該
部
品
開
時
)

ダ

二

や

カ

ど

の

市
山
古
宅
市
平
も
mw
パ
ー
セ
ン
ト
を
お
り
、

日
中
域
内
に
総
合
入
れ
る
こ
と
か
少
な

く
を
シ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
瞬
間
阿
部
閉
樽

緩
め
普
及
、
中
熊
山
内
へ
の
総
本
鉢
や
木
惜
国

内
侍
判
ち
日
時
み
等
、
欲
的
中
で
め
滋
気
め

発
生
担
仰
が
多
く
な
っ
て
懇
で
い
ま
す
ョ

こ
の
よ
う
な
撚
滋
多
様
的
状
態
や
ほ

こ
り
む
ど
が
、
ダ
ニ
め
削
指
酎
殖
や
カ
レ
い
の

批
判
生
内
簡
単
憾
と
な
り
ま
す
捻

由
明
扇
ぬ
イ
品
γ
h
d必
ず
開
制
自
国

制
昨
年
制
倒
的
市
川
町
ハ
イ
キ
ン
グ
教
官
品
。

wv
番
知
凪
周
期
大
人
3
万
ら
0
0
0
市門、

ご

家

枇

お

そ

ろ

い

で

ど

っ

ぞ

。

子

供
l
刃
2
0
0
0
m
m

vmayω
月刊
μ
日
(
十
一
川
訪
日
(
ロ
ロ
〉
V
申
し
込
み
・
潤
い
脅
わ
せ
ハ
庁
キ

マ
織
務
尾
掘
削
ハ
イ
キ
ン
ク
コ

i
ス

〈

l
枚
で
4
名
ま
で
一
時
)
に
総
品
問
、
氏
名
、

V
対
象
車
内
在
役
務
年
粉
、
然
別
、
殺
は
的
番
号
を
明
記
し
、

wv
裟
裁
人
数
山
刊
名
(
応
駆
者
多
数
件

6
w河
川
叫
時
〈
ふ
ふ
必
簿
ザ
ま
で
に
古
一
F
6

場
合
は
抽
選
)

9

6

市
災
体
湾
総
惜
{
訂

)
1
1
6
6
へ

hv昨
年
の
敢
闘
問
ハ
イ
キ
ン
N
Y
韓
議

;
J
5
1
3
1
j
i
i
j
i
-
-
i
i
i
i
j
i
j
j

子
ど
も
金
欝
躍
賓
の

お
祭
給
開
回
転
担
窮
地
AWh開

駄

性

砂

棒

離

ヰ

ヤ

ン

ア

J

紛
誠
司
拶
話
事
筋
ザ
品
別

4
晴
樹
町
語
路
弘
駿
翻
る
錦
、

#
d
ダ
議
C
4酔
〈
フ
J

日

汲

づ

く

夏

め

際

金

中

で

殺

し

い

↓

茎

審

す

る

も

時

未

-
A
W
、
お
か
ず
ー

メ必

q
i去、，ト
d
y
f
d
n
u
/式
是
認
、
ι
1
1
/輔
、

〈

B
議
ご
し
て
み
ま
サ
ん
か

a
A仁
軍

手

、

タ

オ

ん

み

裂

1
0
0
的
)

4

す
子
ど
も
ん
前
キ
ャ
ン
プ
に
先
が
け
、
V
内
容
テ
ン
ト
伺
擦
り
方
、
絞
ご
う

体
が
山
田
か
勺
た
め
て
小
学
絞
3
年
的
議
開
吟
チ
ー
ム
の
料
開
絡
も
し
て
い
た
が
、
に
庇
附
械
を
す
る
。
育
成
殺
の
た
め
の
機
関
開
会
を
行
い
ま
す
a

め
緩
い
方
誌
か

時
に
父
却
引
が
数
え
て
く
れ
た
と
い
う
。
関
税
特
年
に
休
明
間
を
く
す
し
齢
制
球
か
ら
「
線
開
山
で
は
酷
し
く
総
務
し
ま
す

v
a時
6
河内
μ
日
(
本
〉

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
絞
絡
で

そ
れ
M
M
仲
間
‘
中
学
、
大
学
、
社
会
人
と
浩
組
ざ
か
っ
て
い
た
お
子
供
た
ち
会
級
導
が
、
試
合
的
時
は
じ
っ
と
見
守
っ
て
ら
午
後
2
時
{
出
川
氏
中
止
}
子
ど
も
会
対
成
会
連
絡
協
綴
会
事
務
局

野
球
を
続
け
れ
に
~
。
昭
和
日
年
内
裂
に
は
、
す
る
の
は
キ
め
チ

i
ム
が
は
じ
め
て
紅
白
い
ま
す
。
い
い
プ
レ
ー
を
し
た
持
は

V
場

経

五

本

松

公

開

槻

梅

務

官

〈

国

)
2
6
3
6
へ

6
添
セ
ン
タ

i
で
会
隊
中
等
学
校
野
球
野
球
内
棟
制
闘
は
恭
本
を
中
心
に
教
え
は
め
て
あ
げ
る
ん
で
す
a

子
熱
た
ち

大
会
(
続
税
め
士
間
四
潟
校
野
時
選
手
織
る
。
子
供
た
ち
に
誌
と
て
も
離
し
い
羽
的
隣
み
に
な
り
ま
す
か
ら
」
在
野
球

会
-
に
山
州
場
め
絞
験
も
あ
る
。
ー
チ
学
時
代
は
蕊
墜
を
き
そ
で
し
か
る
の
楽
し
さ
を
教
え
る
。

総
閉
じ
い
た
頃
μ
旬
、
校
舎
人
野
球
で
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
時
は
自
分
も
一
緒
紋
舎
を
す
れ
ば
負
け
る
こ
と
が
多

か
っ
た
チ

i
ム
も
、
勝
て
る
チ

i
ム
に
成
後
。
春
め
リ
ー
グ
戦

で
は
3
俳
悦
に
入
門

d

た。

「
統
合
に
持
て
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
子
熱
た
ち
の
気
持
ち
に

擦
り
が
で
き
ま
争
。
監
替
や
ほ

か
の
コ
ー
チ
の
万
も
一
生
懸
命

で
す
か
ら
、
総
も
体
が
ω
続く問問

ワ
子
棋
た
ち
に
野
球
を
数
、
え
て

あ
げ
た
い
と
患
い
ま
す
。
協
同
球

が
好
き
で
す
か
ら
川

発

生

す

る

療

臨

紋
近
め
仲
間
訟
は
、
洋
液
化
2
と
も
に

也
問
問
間
性
的
高
い
ア
ル
ミ
サ
ソ
シ
を
品
取
り

付
け
た
家
や
ヒ
今
7
ど
ん
を
敷
い
て
い

る
散
か
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
主
婦

繍

さ

ん

古

関

}

-一4

臨昨

ト

・

本

批

ペ

部

情一盟

録
綿
ぼ
こ
り
を
た
め
A
L
e

い
。
綿
ぼ
こ
り

は
摺
銭
安
曇
〈
吸
い
‘
ぎ
)
に
カ
ピ
が

ゑ
え
や
す
〈
、
ヂ
一
一
が
集
ま
る
の
で
ニ

ま
め
に
品
開
臨
時
す
る
と
止
が
大
切
?
す
a

ダ
ニ
は
、
法
制
悌
な
生
体
問
を
し
て
い
て

ダ
ぷ
や
カ
ピ
内
議
中
す
る
綴
境
は
よ
も
畿
1
平
角
い
川
成
時
た
り
1
6
0
0
同一、

〈
似
て
い
草
す
。
ニ
的
発
生
を
紡
ぐ
効
円
飾
品
障
の
行
き
届
か
な
い
じ
ゅ
~
ヲ
た
ん
に

版
本
的
な
手
段
と
L
て
は
、
次
的
ょ
っ
な
は
、

1
平
万
い
リ
翁
た
り
、

t
o
o万
匹
も

方

法

が

あ

り

ま

す

。

い

る

と

議

わ

れ

て

い

ま

す

α

ニ
的
ダ
一
一

m
wカ
ピ
の
常
識
批
判
時
と
な
る
制
作
れ
や
ン
ミ
q

を
金
銭
潟
治
す
る
め
は
都
議
で
宇
が
、

を
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
取
り
滋
に
線
通
し
を
良
〈
し
、
品
開
除
を
す
る
だ
け

m
E受
町
中
に
包
光
を
繰
り
入
れ
、
風
議
で
盛
山
淡
に
そ
の
教
は
減
り
ま
す
e

し
を
よ
く
し

t
滋
い
況
を
こ
も
ら
せ
な
い
。
盈
の

k
に
と
?
フ
た
ん
者
数
い
て
品
開

柏
村
に
押
入
れ
や
引
お
お
し
め
中
川
ル
時
絡
め
っ
て
い
る
場
合
は
‘
こ
ま
め
に
ヒ
ゅ
う

込
ま
な
い
で
、
す
き
衛
合
設
け
て
お
く
繍
た
ん
を
ま
く
り
上
げ
淡
惑
に
品
開
除
機
を

ダ
二
、
ヵ
ピ
の
多
融
制
は

国
撚
除
と
浅
通
じ

最
近
、
天
ぷ
ら
な
べ
を
ふ
凡
に
か
け

た
ま
ま
抽
出
し
忘
れ
も
大
災
が
発
決
し

て
し
ま
う
ケ

1
ス
が
梢
唱
え
て
い
ま
ナ

G

こ
れ
は
、
台
所
を
や
る
お
か
あ
冬
ん

方
的
不
総
設
に
よ
る
も
め
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

火
災
が
発
生
ldた
機
会
に
は
、
島

わ
て
ず
大
が
小
き
い
う
勾
に
岨
出
火
山
蜘

な
ど
を
出
現
つ

消
火
器
開
判
も
い
ろ
い
ろ
市
総
き
れ

て
い
ま
す
が
機
能
や
大
き
き
な
ど
を

考
え
て
輸
購
入
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
け
、
時
ど
各
外
に
干
し
ま
し
ょ
う
。

こ
め
は
か
ダ
一
一
的
数
を
減
ら
す
に
は
.

カ
i
テ
ン
を
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
代
え
た
り
、

ソ
ワ
ァ

i
を
ピ
町
一

I
ル
緩
り
に
す
る
な

ど
の
方
法
も
効
巣
め
で
す
α

ダ
ニ
的
被
綴
は
多
く
、
な
か
に
は
人

丹
波
騰
を
制
し
た
り
句
ぜ
ん
白
川
な
ど
ア

レ
ル
キ
総
務
の
間
服
組
に
な
る
も
の
が

い
て
毘
常
俊
治
に
支
出
陣
を
撃
た
す
場

合
も
あ
り
ま
す
わ

機
一
冊
目
時
出
酬
は
、
ダ
ニ
や
ム
が
ど
が
発

生
し
や
す
い
世
相
殺
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
間
期
を
棋
連
に
泌
ど
す
た
め
に
も

欲
的
内
外
を
い
つ
も
諸
市
に
す
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
、
丸

白
い

v

み
を
綴
一
っ
た
キ
つ
な
フ
タ
リ
ン
ー

カ
の
花
燃
が
伸
び
て
い
た
。

フ
タ
リ
ン
ズ
カ
め
名
は
滞
緩
絞
め
愛

妾
『
静
倒
的
問
れ
い
出
来
寸
る
。
向
か
い
合

っ
た
議
的
問
問
か
ら
寄
り
添
う
よ
う
に
押

び
た
ス
本
町
花
燃
は
、
欝
台
の
ふ
で
聾

?JタUさタズ弱
(せんりょう科)

万
一
人
静
弘
同
市
畑
山
畑
み
主
に
ど
り
つ

い
た
静
的
議
が
‘
っ
か
ず
総
れ
ず
、

滞
緩
み
女
と
一
時
的
轄
を
等
フ
と
い
う

も
の
で
、
観
世
第
二
代
世
阿
隊
約
作

左
一
加
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
花
綴
は
ぷ
本
と
限
ら
ず
、

栄
養
状
態
に
よ
れ
γ
、
…
…
一
本
や
四
卒
、

そ
れ
以
上
の
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、

逆
に
一
本
の
こ
と
も
あ
る
匂

花
擦
に
か
い
々
と
付
〈
殺
は
四
時
花
で
、

t
m
H
V
ら
も
が
く

ι加熱い。

し
か
し
、
白
い
一
一
一
本
め
お

L
ベ
が
、

…
本
の
め
し
べ
会
経
き
か
か
え
る
よ

う
に
均
的
し
て
い
る
め
で
、
丸
く
て

白
い
咋
叫
に
な
っ
て
見
止
品
。

あ
れ
ぎ
り
筏

ιも
二
人
総
あ
り

中
村
汀
次

白頭ふ一一工

事
一
時

韓
汽
「

一一沢一一語…
J
M

d

蜘
M
)
J
ι
b

d

輪
駆
一
四

憲
一
一
盤
作

醜

臨

加

害
車
一

天ぷら鵠の失薬実験
と襲警失調麓

ま
た
、
州
同
点
服
部
四
件
目
が
あ
っ
て
も
拙

い
方
骨
知
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
e

ぞ
与
で
湾
問
問
問
調
で
辻
、
指

向
M
h
山
川
金
を
対
象
に
一
大
よ
ら
油
に
よ
る

火
災
災
験
や
抽
出
火
縞
織
を
行
っ
て
い

ま
す
。
家
爆
を
守
る
お
か
あ
き
ん
方

に
、
つ
い
う
っ
か
り
は
拘
引
き
れ
ま
せ

λ
。
消
火
山
櫛
異
的
使
い
方
を
お
ぼ
え

る
た
め
に
も
ぜ
び
事
録
し
て
く
だ
き

な
お
、
機
火
訓
棟
を
札
叩
綴
ず
る
自

治
会
N
M
潟
動
本
抑
制
予
妨
察
官
{
桝
〉
0

1
1
9
へ
笈
識
で
と
う
ぞ
。

自治会で申し込みを
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